
空電方伏測定の予備観測報告
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251五(z:IY:lする押々 J)報告は、今j乞にも fJí: 多 J) 文!紙~(乙上り紹介されて司U，三角当研究)i)jJ)制iWJj)一
つは、キ与問気象現象よりする答屯の源Jコ(1，:程決定、付有Jコ芸電波形、頻菱、強度、イw帰IZ::付てほ
絡な1，，][時長Ui，OJJi三を実助jし℃その水質を究ふうんとするにある。 名山間大学に於ては、 ng，f:il15年t:1j設

以派、円木学Wi~興会第九持jjIJ f[J ~j~防 l卜:'7.ミ民会J)一翼とし℃安置の研究{(進hて列Hこが、大戦前
(1)(2) 

後古~j国 じて 8 "F[:Hの研究を続け或程度の成以?ピi'}1.:. 0 戦後は、米安:tf気象陵3コ文肢も ))11って 、

1Ts.f1l23 ~I'.県川に研究所 J) 基際を置さ、先歩新 しい 憐.Ul.J)下 IL ;WJ定諸装置2コ整 {~iìIとカk主主いで外4

f"':'r-昭和124{J: 11月、豊川安置研究所l人jJ)同定瞬時型プラウン管式心位測定機並t乙東山仰究主(名

前村)1){多動削装置の実!去を見たlYC:-、之等をi七!UmWllji乙使用する場合の装置の欠点，J，'，j伐とI，;J時

五，1J，nW!lj法刀研究のための予備実験と Lて昭和24午12月11n -14 日 l乙 f(って試験現;!l~t(行つ1...:.，以

下はJt;Jコ報告であるム

長;皮1'!Jjf許ο諸研究上り既知1])虫11く、{小型2;三中総をul!J1Jしたi祭Jコ)j探(1:於ては、円!日、円淡時1)
('1) 

現象及夜間N，(fìffの諸問題がよ1'，て来るので、此れちだの点について J) ~予備H1JWlljを行ふと~~~乙25~1'.~iL

号制;wn乙対する訪比昔、.ì(~びに装置の改良資料た仰 る!J-i，iJ'回際、Cあろ。
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(心期沸j地点一部 1 図の団長地図IC示した~Iiく1'， 山屋京山間iJ!IJ宅(東経 136058' 、 .It縛 35内09')

>>.びlUl;川丞屯研究所(東経 137022'、北緯 34050')7)二点で直距虫rt.は 50klllである。

(hJ槻劃装置ー詳細なliil路問、各却の定弘試験結果等以本総合中にお井、伊藤、江部|三君によ

って1:+速さ.れてゐるから省略し、参

堵として第 2 図に人間告の隣成I~jf(掲

げ7と今

第二図ブ'j(:立測定機系統制

(1')観測の方法一1.'可1也点 (n屯力

配電系統が全_.("竜源;，Ij波数b.等し

いので予め絞iEして才よいすこ電気時け

を使用し旬時の初比のラデオによる

標準時寺j(により駆動し.之により同

H年税iJllIを行ったっ観測時間は、ω.∞
12.00， 15.00， 18.00，の四 r~'I'(" ある。

旬時の初めの5分間は写真広度試験

5 分~10分の 5 分間はIIR によるブ(](¥7 

の読取り卸iJUJを行った。 読取り問iJtlJの場合はブ%'i読取り係、 l時長11鼠:l&り係、記録係の三 人を ~Irt(¥i 

として施行した3

3 l~tJ iJlIJ 成椛

ゐ:0 図、C示した刻l!点に於ける矧iWJ成績は第3図~第14図及び第 1衣~第12}えに示してあるc 間

1(1黒点はZS電ilAk示す。又所許i集成写真ぞお15開に1&げたコ之は写民感度試験Cもあるc

(1)観測方3去に就て

1:j.i!!記録装置が出来 kらなか

ク7こわでプラウン件ゎ感I玄試験

と万七日目。lIJは¥¥R:による以外行え

なかった'nは侠念であった。
之によりキ1]った '1-": は 'kf民言è~[<に

上らなければ子IJ底)j{l土問測の〉目己

~.rtr ¥UIし作ない可.reある。三欠l亡

*1]日月した11行欠点、そ浮げると、ぅt

デ装置f広係者からは(イ〉重l作

の不安定(温度上昇維音、白日JJ

究坂等による)(ロ)試験発持、器

4 観世[11結果に就ての考察

第十五図 きさ7u1jIif.集成写侭
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の不備(ハ〉利符訓盤範囲が狭い都〈ユ〉間j作欣態に於ける装置。利得不明(ホ〉部品配置。不

良箇所(へ)機憎的故障が多い事(ト j終段D問題苛:が報告され観測者からは(イ〉写民感度。

不足~'i }乙数 klIl/sの現象に対しては吋 Yフィルム/:2のレンスのカメラにても全然記鋒不能なの

で夜間誤5Z.等J)記録は出来たい。(ロ〉勾iit記録l乞方位指示記4J-が這入らない。(ハ〉時間記号

を記銭に入れたい。(ニ)時間1のl寸時性の不備、 (ホ)装置の;~\J整に相当の熟練を必J2とする点

(へ)観測地点Inl D~r~離が短かすぎる。( ト)観測.Jífi'v不備(チ)観測装置く之は殊に移動用に

就てであるが)は全一千而内に並ぺる{JIは好ましくない等が主なものである。之等の諸欠点を~

検討して次則に備へる。

(2)観測 結果

京山に於ける観測結果は装置の機織的故障多く e鴻整も充分満足すぺきj伏態の場合が少く従って

記録の数も少いので主として豊JIIの記銘に基き観測総数1分11¥1の千均観iJlij数、飽和して指示が直

線にならなかったものの数と総観測数との比の百分率、指示が摘円になったものの数と総観数と

の比の百分率.指示が直紘で然もプラウン管(120mm )一杯に振れぞ生じた数を求めて見た。

i)，lh. al Toyυkawa g;¥13).!< 
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之は節目去に掲げてあるr 之からみてメ 1'1、 比は金問。I~数の1斤にあたってゐるが、之は何を対象

として問測するかにより>t L~;慢の利得淵十去を遁当にとる必要のあるととを示してゐると考へられ

るG ~電の強度が同一地点~ci原がある場合、C も 60(l!，位の韮があるととを考へれば視測対象を何

に置くべきかといふ事が重要君主問題になることは背ける。 ]，/T・比に就ては後述する。'%とD閥

tlliJ ~'亡於ては長J技連続の際に生デる接置の不備を見出すととに重点を沿いずこのと続測を眼tとより行

。たため記録が少く之より諸績の問題を深く品じられないが、ヨヨ員連続記録により 、長波の!明書、

&:電竜界強度、頻度到達方向、夜1111誤差、日出、 日没現象等に辿て相等D資料を得、長波j_:;f立源Ij

定(特に周波数l1F:肢の鼠い場合)~一つの指針 を奥へ得るととは推t~iJlI\来る。

(3)寒冷前線よりする空電

この試験開測後名古屋気象台上り観測j則1111前後の気象図を提供していた工いて、三角測量法に

よる~電源と対照して見た処、 寒冷前・紘に沿って益電源のあることが確認された。をの有線を第

4問、第6図、第13図に三例掲載するo ;-~主立出;冷冷.前締が2昼z電をf'作'1下iド3ふことは早くに(似仰d仰h園の B1川111 '川.

1り)経験兵れ氏の結論lにζ よると、対比国の策、;えが垂直方向に烈しく運動してゐる時は、zt電若るし
〈、気抗(1)-'・.下運動を妨げる棋な]原因が現れて来ると答電は全然止むか、少く・とも著しく減衰する

と云われてゐる。英国の w泊けfl-'Wιtも氏、我閣の小幡博士、金!京電1授も之に関して l ， iJt~な意見を

丁i

d 

〆
第 3図 1949. 12.21. 12.00 
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第 14図 1249. 12.24. 12.00 

有し、叉之を裏づける資料も発表されてゐる。今度当研究所で製作した方位測定機は精度が非常

にrr:Jく、 空中線から受信機出力;1;の綜合誤差が 10 以内 εあるから祭象現象とvtw.聯性の研究に

は一段の成果が期待されることが判る。

(4)日出、日浸時の現象の検討

101げ は夜間誤差は比較的少いが日11'，、 日淡時の異常現象は相当強いと闘いてゐたので之を、

松討して見た。前速の1，/'1‘比をグラフに表lましたのが江¥19図で明かにこの現象が相当強いとと

を示す傾向がうかどはれる。この検討のため特に22日23日は観測川数IL増加lした。之の問題に関

しては、写民記録に上リ蒋検討する考へであるが、乙の観測、eは作Ii向を知るにとピまる。

5 結言

との問測は装置の九点を~J，\Jをする口的を主として同時間i!liJi去の習得のため試験的lこ行ったの、ε

記録も充分ーむなく諸問題に付き充分検討をjJllへる程度に到らなかったのは撲念である。今回は装

置も不充分で観測申j間も短かった需め観測対象θ選定の問題.観測結果より何を期15するかの問

題等に詳しく立入る迄のo絡なく、 ifi.なる装置の検定程度に終るかと思ってゐたが選冷前綿や日
出.日浪現象の片隣へ接し何?こ事は思わざる牧穫である。けれども衣川の親測迄にはとれ43:の点
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第 18図 1分間平均観;1(:1数
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についても準備し度いと思ふ。且つ信頼すべき記錬を得るためには猷測J主導線の選定、鉱i!lC接置

む電気的性能の同一性、 言E録機C整備が特に重要であるととを体験した。以上で簡翠な報告とす

る天気図、その他の点で併援助下さク7ヒ名古屋管区気象台長伊藤同士、色A'l'拝指準御助力下さっ

た東山実験宅及び昼1JJfの諸氏に感謝の意を跨げて主告をたく。
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空 電研究所の研究 事 項

金 原 占
，
T

-uyt--

生活研究所は、 2都立とか太陽雑音等の椋に主として自然界に源を有すと雑音電波C性質を研究

して本質を如上その研究成果~~m して一方、Cは無紛通信に対する益電妨害を軽減し、 所謂デ

リンジャー現象、磁気嵐の様な異常現象に対する予報を可能とらしめると共に、他方気象現象と

の関係を鮮しく研究して祭象学研究の有力主主手段を提供し、在来肉離を極めてゐた天気予報、暴

風雨警報、気象解析等K新分野を開拓しゃうと云ふととをI二|標としてゐる。つまり自然雑音C本

質探求と無線通信、気象方面への@¥JIJと云ふ二本立、Cあるが、更に進んで天文学、地球物理学方

耐jの研究にも次第に連絡をつけて行かうと考へてゐる。定1，設以来6.m:門安:成の予定になってゐる

が、色々の事情、C充実が遅れてゐる。現在各研究室f行ってゐる研究の概要は次vji!iり‘ぐある。

1. 計嗣、間洲、整理

金防{ 時錬川11'夫 大津;イて助

大量品前日10 ~に亙る第二院ZZ電研究によって 、 その波形は究世源の放這機構と途中の体措情況

によって決るが、瓦4なに輩聞は近くの熱'J~が多い震~I'C述方のものは主として遮蔽作用、並に屯離

)吾の以必!係数0..; ， 1、なる慌に到達しないから 、 火体放電後憾によるとと、及、 先駆放電、 主古i~t!: 、

':l~llll 放電、多軍政電、積乱雲等より発する袋屯の波形を知るととが出来た。叉夏以外の夜1111には

一般には近くの9;電源がない乙と及び電離婿の反射係数が大なる第に主として遠方源のものが到

i主し、結って波形も停橋情況に依存する乙との多いととが解った。ブラウン管式答電方位測定機

及廻縛怜型宗中級式広電方ió:測定慢による旧日本内外地南洋諸地域による観測によって 、 ~r~雨、


